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６月末現在の会員数536人
（男性342人・女性194人）

議
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３
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２
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年
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収
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告
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案
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３
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役
員
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議
案
第
４
号

理
事
長
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対
す
る
権
限
委
任

報

告報
告
第
１
号

令
和
４
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
予
算

定
時
総
会
は
同
日
午
後
１
時
30
分

に
開
会
。
就
業
相
談
員
の
上
江
洲
勝

さ
ん
の
司
会
で
進
行
し
た
。

最
初
に
、
上
原
秀
雄
理
事
長
が
挨

拶
（
２
面
に
全
文
掲
載
）
。
続
い
て
、

祝
辞
と
し
て
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
仲

宗
根
正
史
事
務
局
長
が
代
読
し
た
。

議
事
進
行
の
議
長
に
は
、
浜
比
嘉

宗
明
副
理
事
長
を
選
出
。
会
員
総
数

５
２
９
人
中
、
３
９
７
人
（
出
席
者

18
人
、
委
任
状
３
７
９
人
）
の
過
半

数
で
総
会
成
立
を
宣
言
。
議
案
第
１

号
か
ら
第
４
号
ま
で
審
議
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
、

５
月
24
日
開
催
の
第
２
回
理
事
会
に

お
い
て
、
承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。

令和４年度定時総会開催
３年連続の代理人による議決権行使

公益社団法人沖縄市シルバー人材センターの令和４年度定時総会が６月10日、シル

バーワークプラザ２階大会議室で開催され、令和３年度の事業報告・収支決算報告や

役員の選任など審議、原案どおりそれぞれ承認された。総会開催は、今年度も新型コ

ロナウイルス感染防止のため、会場の変更と参加人数を制限して規模縮小。今回も理

事や地区長らの出席にとどめ、会員からの委任状に基づいて３年連続して、代理人に

よる議決権行使の定時総会となった。（２,３,４面に関連）

（左から）議事進行は浜比嘉副理事長、

議案を説明する仲宗根事務局長
上江洲就業相談員

が司会進行

監査報告をする

安次富正文監事
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令
和
４
年
度
定
時
総
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
を

定
時
総
会
へ
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
で
し
た
ら
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出

席
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
、
定
時
総

会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度

も
前
年
度
同
様
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
感
染

拡
大
が
発
生
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
、
現
状
に
安
堵
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
「
就
業
」
や
「
日
常
生
活
」

等
に
お
い
て
は
出
来
る
だ
け
「
３
密
」
を
避
け
、

感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
意
識
し
た
行
動
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
で
あ
る
「
会

員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に
つ
い
て
、

役
職
員
や
地
区
会
員
の
皆
様
と
十
分
協
議
し
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
一
方
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
へ
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
主
な
事

業
実
績
は
、
「
会
員
数
」
５
２
０
人
（
10
人
の
減
）
、

「
契
約
金
額
」
約
２
億
７
千
８
百
万
円
（
約
46
万

円
の
減
）
、
「
就
業
延
人
員
」
４
１
，
３
８
２
人

日

（
１
，
１
７
３
人
日
の
減
）
と
な
り
微
減
で
は

定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ(

全
文)

の
対
策
」
「
会
員
へ
の
情
報
提
供
」
な
ど
事
故
の
撲

滅
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の

お
一
人
お
一
人
の
事
故
防
止
へ
の
日
頃
の
取
り
組
み

が
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、

会
員
の
技
術
・
能
力
を
高
め
、
仕
事
を
通
じ
て
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
セ
ン
タ
ー
の

担
う
べ
き
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
こ
れ
が
と
り
も
な

お
さ
ず
会
員
の
皆
様
の
生
涯
現
役
・
健
康
寿
命
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

息
は
ま
だ
ま
だ
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
生
活

に
長
期
的
な
不
安
と
様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
〝

安

全
・
安
心
〟
を
第
一
に
、
「
請
負
・
委
任
」
に
よ
る

就
業
、
ま
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
や
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
よ
る
就
業
へ
の
取

り
組
み
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
就
業
の
場
の

提
供
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

こ
ら
れ
た
知
識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
働
く
こ
と

を
通
じ
て
「
生
き
生
き
と
活
動
す
る
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
推
進

に
努
め
、
「
就
業
」
及
び
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
は
じ
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
10
日

理
事
長

上

原

秀

雄

り
ま
す
が
、
殆
ど
の
項
目
で
前
年
度
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
「
会
員
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治

会
と
の
連
携
に
よ
る
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や

入
会
相
談
窓
口
の
設
置
、
ま
た
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

駆
使
し
た
啓
発
を
行
う
な
ど
、
会
員
の
拡
大
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
増
加
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
又
新
規
加
入
者
の
減
少
に
加
え
て
、
会
員
の
皆

様
の
高
齢
化
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
る
退
会
者
の
増

加
が
「
会
員
拡
大
」
に
至
ら
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
会
員
の
入
会
強

化
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
退
会
者
の

抑
制
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
に
入
り
世
界
的
に
不
安
定
な
変
動
期

を
迎
え
て
お
り
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も

大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
定
年
年
齢
の
引

き
上
げ
や
継
続
雇
用
な
ど
国
の
施
策
は
、
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
新
た
な
課
題
と
し
て
高
齢
者
の
就
労
促
進

な
ど
、
高
齢
者
の
働
き
方
に
つ
い
て
重
要
な
課
題
を

提
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
安
全
・
適
正
就
業
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」
「
安
全
推
進
員
」
等

に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
会
員
間
に
よ
る
声

掛
け
を
推
奨
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は

４
件
と
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
件
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
安
全
で
適
正
な
就
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
会
員
及
び
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、

「
事
故
の
未
然
防
止
」
「
発
生
事
故
の
検
証
と
今
後



（３）令和４年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１８２号）

令
和
４
年
度

新
役
員
紹
介

理 事 長

上原 秀雄

（特別会員）

副 理 事長

浜比嘉 宗明

（越来・宮里）

理 事（再任）

東條 正躬

（美東・東）

理 事（再任）

塩川 初江

（美 里）

役 職
氏 名
中校地区

理 事（再任）

須 田 勝

（特別会員）

理 事（再任）

渡口 正美

（特別会員）

理 事（再任）

小橋川 啓

（安慶田）

理 事（再任）

仲宗根 弘

（美 里）

理 事（再任）

比嘉 榮徳

（山 内）

理 事（再任）

喜納 愛子

（美東・東）

監 事（再任）

安次富 正文

（特別会員）

監 事（新任）

比嘉 伸雄

（コ ザ）

新
理
事
に
よ
る
最
初
の
理
事
会
が
、
６
月
10
日

の
定
時
総
会
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
開
か
れ
た
。

定
款
に
基
づ
く
互
選
で
正
副
理
事
長
の
選
任
が
行

わ
れ
、
理
事
長
に
上
原
秀
雄
氏
（
美
里
中
校
地

区
）
、
副
理
事
長
に
浜
比
嘉
宗
明
氏
（
宮
里
中

校
地
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
３
期
連
続
し
て
選
出
さ
れ

理事長に上原氏 副理事長は浜比嘉氏
総会終了後の理事会で正副理事長選出
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第
４
回
理
事
会
は
み
な
し
決
議

左
記
議
案
に
つ
い
て
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般

財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
96
条
」
及
び
「
定
款
第

38
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
全
員
が
書
面
で
も
っ

て
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
た
め
、
理
事
会
決
議
を

省
略
し
、
み
な
し
決
議
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て

５
人
（
女
性
０
人
・
男
性
５
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
６
月
21
日
現
在
の
会
員
数
は
５
３
６
人
（
女

性
１
９
４
人
・
男
性
３
４
２
人
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
５
月
の
退
会
者
は
５
人
。

議
案
第
２
号
「
令
和
４
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推

進
強
化
月
間
実
施
要
綱
」
（
７
面
掲
載
）
及
び
議
案

第
３
号
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の
一
部

是
正
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

就
業
延
人
員

配
分
金

契
約
金
額
は
大
幅
減

ー
５
月
実
績
ー

令
和
４
年
５
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
３

１
で
６
人
の
減
（
▲
１
％
）
、
就
業
実
人
員
３
２

１
人
で
９
人
の
増
（
２
％
）
、
就
業
延
人
員
２
７

０
８
人
で
６
９
７
人
の
減
（
▲
25
％
）
、
配
分
金

約
１
４
５
１
万
円
で
約
３
５
１
万
円
の
減
（
▲
24
％
）
、

契
約
金
額
約
１
８
０
９
万
円
で
約
４
１
６
万
円
の
減

（
▲
22
％
）
と
な
っ
た
。

（
対
前
年
比
同
月

当センター会員

の平野幸子さん

（美里中校地区）

は、詩吟歴46年を

誇る師範。雅号は

『相馬岳凜』で、

市内で教室を主宰している。今月

の７月には長野県諏訪市で開催さ

れる日本詩吟学院主催の全国俳諧

歌吟詠大会に出場する。「沖縄県

内から出場者を増やすために自分

が挑戦して勉強したい。そこで学

んだことを持ち帰り、私のノウハ

ウを多くの人に伝えていきたい」

と意欲を語った。

６月10日開催の総会で役員表彰が

あり、前理事の宮城一文さん（山内

中校地区）と前監事の比嘉幸雄さん

（美里中校地区）に感謝状が授与さ

れた。両氏は、シルバー人材センター

の役員として高齢者の就業の確保と

生きがいの創出に尽力するともに、

センター事業の発展に寄与、これま

での実績が認められたもの。

宮城一文さん 比嘉幸雄さん

宮
城
一
文
さ
ん
と
比
嘉
幸
雄
さ
ん
を
表
彰

役
員
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与

７月から「アルコール検知器」による確認開始
道路交通法施行規則の一部改正で

道路交通法施行規則の一部改正に伴い、車を運転しようとする運転者及び運

転を終了した運転者に対し、酒気帯びの有無について当該運転者の状態を目視

等で確認するほか、国家公安委員会が定めた「アルコール検知器」を用いて確

認を行うとされている。当面は努力義務として課し、10月から本格運用で義務

化されることになっている。これを受けて、当センターでは７月から会員が公

用車（センター保有車両）を運転する前と運転後において、アルコール検知器

による酒気帯びの有無の確認を行うことにしている。なお、センターでは事務所が開門する午前

８時から「担当職員がアルコール検知器による確認を行うことにしているので、会員皆さんの理

解と協力をお願いしたい」と、安全運転管理者である仲宗根正史事務局長は呼び掛けている。

詩
吟

全
国
大
会
出
場
へ

美
里
中
校
地
区
の
平
野
幸
子
さ
ん



（５）令和４年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１８２号）

今年度２回目の連合と合同の安全・適正就業

パトロールが６月20日、草刈班２グループが就

業中の越来水辺公園と美里公園の２カ所で行わ

れた。公園草刈班両グループが就労するそれぞれの現場で、連合の我那覇宗孝安全・適正就業パ

トロール指導員は「去年の自分とは違う身体機能の衰えを自覚することで転倒防止になる。自分

ではなかなか気づかない熱中症にも留意しなければならない」と体調管理と就業安全を訴えた。

身体機能の衰えに自覚を
連合と合同安全パトロール実施

沖
縄
市
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
沖
縄
自
動
車
道
南
イ
ン
タ
ー
に
接
す
る
コ
ザ
運
動

公
園
。
同
園
正
門
付
近
の
壁
面
緑
化
パ
ネ
ル
植
栽
作
業
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

こ
の
業
務
は
、
沖
縄
市
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
受
託
し
て
い
る
も
の
で
、
既
設
の
緑
化

パ
ネ
ル
か
ら
古
く
な
っ
た
草
花
鉢
を
取
り
外
し
、
新
た
な
草
花
に
植
え
替
え
た
専
用

鉢
を
取
り
付
け
る
。
今
回
の
草
花
は
、
ト
レ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス
。
夏
に
咲
く
耐
暑
性
の

強
い
一
年
草
で
夏
す
み
れ
と
も
い
わ
れ
、
色
彩
が
鮮
や
か
な
こ
と
か
ら
見
事
な
景
観

を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
壁
面
緑
化
パ
ネ
ル
植
栽
作
業
に
当
た
っ
た
の
は
、

砂
川
晃
一
公
園
草
刈
班
の
皆
さ
ん
。
担
当
し
た
高
吉
満
弘
会
員
は
「
作
業
当
初
は
、

梅
雨
時
の
降
雨
続
き
で
作
業
が
思
う
よ
う
に
捗
ら
な
か
っ
た
が
、
作
業
工
程
に
間
に

合
っ
て
よ
か
っ
た
。
今
後
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。
」
と
話
し
た
。

草刈りの高さは２ｃｍとするこ

とを就業現場で確認する草刈班

の会員。

（写真左）熱中症予防にと草刈

班に「熱中飴タブレットミック

スＢＯＸ」を配布。
島袋樽治草刈班（美里公園）

中里達雄草刈班（越来水辺公園）

壁面緑化パネルにトレニアミックス
専用鉢を入れ替え コザ運動公園



（第１８２号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和４年７月５日（６)

講 座 名 内 容

１ はじめてのらくらくスマ・スマホ 電源の入れ方や切り方等基本的な操作を覚えよう

２ 電 話
電話のかけ方・受け方・電話帳への登録方法、基
本的な使い方を身につけましょう

３ メ ー ル メールの基本的な使い方を身につけましょう

講 座 名 内 容

１ 文字入力 文字入力をマスターしよう

２ あんしん、安全に使うために
スマホを使う時に気をつけたいルールと安全に使
うための設定について

３ カメラの使い方 カメラの操作基本

講 座 名 内 容

１ インターネットを使おう インターネットの検索の仕方を覚えよう

２ ア プ リ アプリの取り方・消し方

３
かんたんなオンライン手続きから
学ぼう

Ｄアカウント・MYdocomo・スマホ教室の予約・安
心遠隔サポート

入
門
編（
１
日
目
）

入
門
編（
２
日
目
）

基
本
編（
３
日
目
）

令
和
４
年
度
第
１
回
「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」

（
小
橋
川
啓
委
員
長
）
が
６
月
８
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
執
務
室
で
開
催
さ
れ
た
。
協
議
事
項
と
し

て
仲
宗
根
事
務
局
長
が
、
令
和
４
年
度
「
安
全
・
適

正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
実
施
要
綱
（
７
面
に
掲
載
）

の
説
明
を
行
っ
た
後
、
10
月
１
日
か
ら
実
施
予
定
の

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
る
確
認
の
義
務
化
に
向
け

て
準
備
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
橋
川
委

員
長
が
う
る
ま
市
の
草
刈
作
業
中
に
発
生
し
た
転
落

事
故
で
会
員
が
死
亡
し
た
事
例
に
つ
い
て
報
告
。
同

委
員
長
は
「
単
独
就
業
の
是
正
の
徹
底
の
ほ
か
危
険

予
知
行
動
と
と
も
に
安
全
帽
や
命
綱
な
ど
安
全
防
護

具
の
使
用
を
徹
底
す
る
こ
と
」
と
改
め
て
強
調
し
た
。

（右から）仲宗根正史事務局長、高吉満弘委員、小橋川

啓委員長、仲宗根弘委員、仲里栄信安全推進員

７月の強化月間に向けて
安全・適正就業委員会を開催



（７）令和４年７月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１８２号）

令和４年度「安全・適正就業 推進強化月間」実施要綱７月

目

的

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
会
員
の
健
康
管
理
と

安
全
で
適
正
な
就
業
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
、
就
業
現
場
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
会
員
間
に
よ
る
声
掛
け
を
行
う
な

ど
安
全
意
識
の
共
有
と
各
就
業
現
場
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て

き
た
が
、
残
念
な
が
ら
４
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
依
然
と
終
息
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
会
員
及
び

役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
一
層
、
事
故
防
止
対
策
、
感
染
防
止
対
策
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
７
月
の
「
安
全
・
適
正
就
業
推

進
強
化
月
間
」
に
お
い
て
は
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
強
化
を
図
り
、
事

故
の
な
い
安
全
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

１
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
の
取
組
み

（
１
）
期

間

令
和
４
年
７
月
１
日
（
金
）
～

31
日
（
日
）

（
２
）
取
組
内
容

①

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
の
開
催

・
日

時

:

令
和
４
年
７
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

・
場

所

:

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

2F

大
会
議
室

②

横
断
幕
や
の
ぼ
り
等
の
掲
揚

③

県
シ
ル
バ
ー
連
合
主
催
の
「
安
全
大
会
」
等
へ
の
参
加

④

そ
の
他
、
安
全
管
理
教
育
等
の
開
催

２

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
２
年
度
～
令
和
４
年
度

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
全
国
統
一
ス
ロ

ー
ガ
ン

『

い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

無
事
故
か
ら

』

※

①
③
④
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

自
粛
・
延
期
・
中
止
を
検
討

３

安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
「
安
全
掲
示
板
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
等
を
活
用
し
た
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
会
員
自
身
の
健
康
管
理
と
事
故
防
止
対
策
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め

の
取
組
み
を
行
う
。

（
１
）
安
全
就
業

ア

就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
作
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底
し
、
会
員
の

健
康
状
態
を
把
握

イ

単
独
就
業
是
正
の
徹
底

ウ

危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ
Ｍ
）
と
安
全
保
護
具
（
安
全
帽
、
命
綱
等
）

使
用
の
徹
底

エ

法
面
（
斜
面
）
に
お
け
る
安
全
就
業
の
推
進

オ

就
業
現
場
の
「
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施
強
化

カ

安
全
衛
生
教
育
及
び
各
種
講
習
会
等
の
充
実
・
強
化

キ

刈
払
機
、
機
械
器
具
及
び
安
全
保
護
具
等
の
点
検
整
備
の
実
施
強
化

ク

タ
イ
ヤ
止
め
使
用
の
徹
底
と
「
高
齢
運
転
者
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
活
用
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲
酒
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

ケ
「
安
全
就
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
「
安
全
・
適
正
就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

等
の
配
布
と
活
用

コ

熱
中
症
予
防
・
対
策
の
徹
底
と
注
意
喚
起
、
情
報
等
の
提
供

（
２
）
適
正
就
業

ア

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
、
適
正
な
就
業
の
徹
底

イ

臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
就
業
の
徹
底

ウ

発
注
者
か
ら
の
「
指
揮
命
令
」
や
「
混
在
就
業
」
等
の
排
除

エ
「
受
注
票
」
「
契
約
書
」
「
請
書
」
等
に
お
け
る
不
適
正
な
記
載
の
確
認

及
び
就
業
実
態
の
自
主
点
検

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

（
１
）
会
員
へ
の
感
染
予
防
措
置
等
の
周
知

ア

手
洗
い
、
う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
及
び
外
出
自

粛
等
の
奨
励

イ

風
邪
症
状
や
発
熱
（
37
度
以
上
）
時
の
就
業
自
粛

ウ
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
周
知
・
推
進

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
に
係
る
感
染
防
止
対
策

ア

新
規
受
注
時
の
感
染
予
防
対
策
・
感
染
リ
ス
ク
の
確
認
の
徹
底

イ

就
業
中
の
感
染
防
止
対
策
（
マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避
等
）
の
徹
底

ウ

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
応
じ
て
就
業
の
延
期
、
中
止
等
を
検
討



（第１８２号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和４年７月５日（８)

編

集

編

集

後

記

◇７月の予定◇

・
８
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
13
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会

・
22
日
（
金
）
午
前
10
時

第
５
回
理
事
会

・
27
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

東
條

正
躬

大
城

博

例
年
よ
り
１
日
早
く
６
月
20
日
、
梅
雨
が

明
け
た
。
今
年
は
よ
く
降
っ
た
。
晴
れ
た
日

は
ほ
ん
の
数
日
。
日
照
時
間
の
減
少
で
農
作

物
は
生
育
が
悪
く
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に

も
影
響
が
出
た
。
草
刈
り
な
ど
屋
外
作
業
が

ま
ま
な
ら
ず
就
業
日
数
が
激
減
し
た
。
梅
雨

明
け
後
、
そ
の
分
を
取
り
戻
す
べ
く
就
業
現

場
で
は
精
力
的
に
作
業
を
こ
な
す
が
、
一
転

し
て
炎
天
下
の
毎
日
が
続
き
、
こ
れ
ま
た
ま

ま
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
、
熱
中
症
、
体
力
消

耗
。
私
達
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
７
月
は
安
全
・
適
正

就
業
推
進
強
化
月
間
。
「
い
つ
ま
で
も

働
く

喜
び

無
事
故
か
ら
」
が
月
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

か
み
し
め
た
い
フ
レ
ー
ズ
だ
。


